
令和６年度 第２回 砂丘小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開催日時  令和６年７月２５日（木） １４時００分から１６時００分まで 

２ 開催場所  砂丘小学校 コミュニティルーム 

３ 出席委員  岡本 千香、中村 和夫、川嶋 利博、西尾 進治、宗重 益子 

鈴木 ふじ子、鈴木 康介、髙野 朋子 

４ 欠席委員  髙島 大輔、小林 あけみ 

５ オブザーバー  斉田 剛志（白脇協働センター） 

６ 学校支援コーディネーター 髙須 奈津子 

７ 学 校  長瀬 千晶（校長）、櫻井 利幸（教頭）、窪野 信洋（教務主任） 

兼子 貴志（教諭）、渥美 翔也（教諭）、髙野 友（教諭） 

藤田 昌代（教諭）、越川 真優子（ＣＳディレクター） 

８ 教育委員会  井島 健蔵 

９ 傍 聴 者  なし 

10 会議録作成者  ＣＳディレクター 越川 真優子 

11 議長の選出 

  前回会議で会長から宗重委員を推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

12 協議事項 

（１）特色ある学校づくり～砂丘小の魅力と課題～ 

（２）総合的な学習のカリキュラムについて 

13 会 議 記 録 

  教頭から、委員総数１０人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立し

ている旨の報告があった。 

（１） 特色ある学校づくり～砂丘小の魅力と課題 

議長の指示により、校長から別紙資料に基づき、砂丘小学校学区外修学許可基準が変更となる

ことに伴う確認事項を含めた説明があり、委員や教諭が２つのグループに分かれ意見を出し合っ

た。 

【グループ１】西尾委員、鈴木ふ委員、髙野委員、宗重委員 

校長、教頭、兼子教諭、渥美教諭 

  ・砂丘小学校は、一人ひとりが主役となって活躍できる、一人ひとりに寄り添った教育ができ

る環境のある学校で、先生と児童の距離が近い学校である。 

  ・自然が多く、地域の方との交流もさかんである。 

  ・課題としては、運動会やマラソン大会という機会はあるものの少人数であるがゆえに、もま

れていない、競い合いを知らない現状もある。個を大切にする考えと競い合いのバランスが

重要であると考える。どの場面においても自分らしさを出せる能力を培っていきたいもので

ある。 

  【グループ２】鈴木康委員、川嶋委員、中村委員、岡本委員 

窪野教諭、髙野教諭、藤田教諭 



  ・小規模で不登校児童を出していないところや放課後児童会が充実している。 

  ・少人数であることから、きめ細かく子どもに先生の目が届き、旗振り等を通して児童を見守

る地域の方がいる。 

  ・運動会（選手紹介を含む。）、発表会では、一人ひとりにフォーカスを当てている。「大勢の

なかの一人」ではない。砂丘ワンチーム、異学年交流も魅力である。また、教室にゆとりが

あり、使い方に自由度が増すところも魅力であり、感染対策にも有効である。 

  ・校内に素晴らしい自然環境があるが、手入れが行き届いていないのは少し残念である。 

  ・学区外就学許可基準が変更になったことにより、入学してくる学区外の児童の通学手段や現

在の通学路（表示を含む。）に安全面での不安がある。事故があってからではなく、未然に

防ぐ対策をしていくことが重要である。 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

  （２）総合的な学習のカリキュラムについて 

 議長の指示により、校長から、全校児童が４７名の小さな学校であるが様々な体験を通して

大きく学んでいると説明があり、これについても委員や教諭が２つのグループに分かれ意見を

出し合った。 

【グループ１】西尾委員、鈴木ふ委員、髙野委員、宗重委員 

校長、教頭、兼子教諭、渥美教諭 

   ・人材を生かした学習（地域で活躍している人として自治会長、自衛隊の人、体育振興会の

人、お店の方、郵便局） 

   ・教材を生かした学習（太鼓、クラフト、プラモデル、ぶどう園、農業（外国の方）、家庭

菜園、まんさく工房） 

   ・地域の課題としては、人口減少や総合的な街づくりに対応していく必要がある。 

【グループ２】鈴木康委員、川嶋委員、中村委員、岡本委員 

窪野教諭、髙野教諭、藤田教諭 

   ・自治会等の人材を活用した学習を学年によって分ける。段階を経て６年生で地域の課題解

決までつなげられるようになることが望ましい。 

・砂丘地区がどのようにすれば活性化できるのかを考えられるようになるとよい。 

・団地跡の活用等、地域の資源を生かし具体的ビジョンを持てるようになるとよい。 

・砂丘についてサンドスキーをしながらの学び等を含めて歴史を掘り起こす学習を深めるこ

とができるとよい。 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

 その他報告事項等 

   学校支援コーディネーターから夏休み中の講座や花壇活動についての報告があった。 

   議長から、次回議長を髙島委員にお願いする旨の発言があった。 

   教頭から、次回会議は、令和６年１０月２４日（木）午後２時からコミュニティルームで開

催する旨の報告があった。 


